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研究成果の概要（和文）：	
 

	
 本研究の目的は，多言語コラボレーション環境において，異なる言語を利用するユーザ間の
知識を抽出するための，多言語ユーザ参加型の知識創成の方法論を研究することである．本研
究の成果として，下記の知見を得た．	
 
（１）折返し翻訳を用いた翻訳リペアの効果を確認し，その有用性を明らかにした．	
 
（２）翻訳不適箇所の指摘による翻訳リペア効率の改善効果を検証し，従来手法の問題を明確
にした．	
 
（３）リアルタイム遠隔テキストコミュニケーションにおける対人許容応答時間を評価し，機
械翻訳を介した多言語間コミュニケーションシステムの設計に関わる要件を明らかにした．	
 
（４）機械翻訳を介したチャットコミュニケーションにおける精度判定に基づく送信拒否の適
用可能性について明らかにし，機械翻訳を介した多言語間コミュニケーションシステムの設計
に関わる要件を明らかにした．	
 
（５）新しい多言語コラボレーション環境として，	
 All	
 for	
 one型多言語会議支援システムの
構築および評価を行い，その有用性を明らかにした．	
 
	
 
研究成果の概要（英文）：	
 

The	
 purpose	
 of	
 this	
 research	
 is	
 to	
 establish	
 multilingual	
 user	
 participatory	
 
methodology	
 to 	
 produce 	
 new 	
 knowledge 	
 among 	
 users 	
 who 	
 use 	
 different 	
 languages 	
 on	
 
multilingual	
 collaboration	
 environment.	
 The	
 following	
 conclusions	
 can	
 be	
 drawn	
 from	
 the	
 
results	
 of	
 the	
 research.	
 
(1)	
 We	
 evaluated	
 the	
 effect	
 of	
 the	
 translation	
 repair	
 using	
 back	
 translation.	
 We	
 evaluated	
 
how	
 accuracy	
 result	
 of	
 translation	
 repairs	
 when	
 people	
 rewrote	
 an	
 original	
 sentence.	
 
(2)	
 We	
 performed	
 the	
 experiment	
 of	
 translation	
 repair	
 to	
 evaluate	
 the	
 effectiveness	
 of	
 
providing	
 inaccurately	
 translated	
 segments.	
 Providing	
 inaccurately	
 translated-segments	
 
cannot	
 contribute	
 to	
 the	
 reduction	
 of	
 the	
 translation	
 repair	
 costs.	
 Therefore,	
 providing	
 
inaccurately	
 translated-segments	
 would	
 be	
 not	
 effective	
 to	
 support	
 the	
 translation	
 
repair.	
 
(3)	
 We 	
 evaluated 	
 the 	
 interpersonal 	
 acceptable 	
 response 	
 time 	
 in 	
 real -time	
 remote	
 
text-based	
 communication.	
 We	
 discussed	
 the	
 duration	
 for	
 which	
 a	
 user	
 can	
 wait	
 for	
 the	
 
other	
 user’s	
 response.	
 We	
 verified	
 the	
 effects	
 of	
 the	
 providing	
 of	
 input	
 status	
 and	
 the	
 
elapsed	
 time	
 of	
 communication.	
 	
 
(4)	
 We	
 proposed	
 a	
 method	
 that	
 reduces	
 the	
 inaccuracy	
 of	
 judgment.	
 We	
 verified	
 the	
 
efficiency	
 of	
 the	
 proposed	
 method	
 in	
 a	
 chat	
 communication	
 using	
 the	
 Wizard	
 of	
 Oz	
 method.	
 
Our	
 method	
 can	
 apply	
 to	
 the	
 communication	
 that	
 is	
 requires	
 accuracy.	
 
(5)	
 We	
 have	
 developed	
 an	
 All-for-one	
 type	
 multilingual	
 conference	
 support	
 system	
 which	
 
supports	
 contents 	
 understanding 	
 to 	
 compile 	
 content 	
 of 	
 a 	
 conference 	
 by 	
 Japanese	
 
participants.	
 We	
 performed	
 an	
 evaluation	
 experiment	
 using	
 our	
 system,	
 we	
 confirmed	
 the	
 
usefulness	
 of	
 our	
 proposed	
 functions.	
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１．研究開始当初の背景	
 

	
 世界規模のインターネットの普及により，

電子メールや掲示板，チャットなどのコミュ

ニケーションツールが広く利用されている．

また，インターネットの普及に伴ったインタ

ーネット上の使用言語の多様化により，ネッ

トワークを介した多言語間コミュニケーショ

ンの需要も高まっている．しかし，一般に多

言語を十分に習得することは容易ではない．

母語以外の言語を用いて十分なコミュニケー

ションを行うことは困難であり，相互理解が

できない可能性が高い．そのため，母語での

コミュニケーションを支援するために，機械

翻訳技術を用いた支援が行われている．近年，

機械翻訳技術は急速に進展しているが，高精

度な翻訳を行うことは困難である．精度の低

い文章は話者間の相互理解を困難にし，円滑

なコミュニケーションの妨げとなる．	
 

	
 多言語コラボレーションの研究分野は多種

の分野の融合領域である．これまで研究代表

者らが中心となって開発してきた多言語間コ

ミュニケーションツールは，機械翻訳を利用

したコミュニケーションを実現している．こ

れまでの対話によるコミュニケーション実験

により，双方向の知識を伝達・共有する可能

性が示唆され，さらに，いくつかの仕組みに

より，知識の協創を促進する可能性を見いだ

した．	
 

	
 

２．研究の目的	
 

	
 本研究では，多言語コラボレーション環境

において，異なる言語を利用するユーザ間の

知識を抽出するための，多言語ユーザ参加型

の知識創成の方法論を研究する．	
 

	
 

３．研究の方法	
 

	
 本研究は，多種の分野の融合領域であり，

複雑な人間の相互理解に関する問題を取り扱

う．そこで本研究では，実験環境を制御し，

被験者の行動を定量的および定性的な側面か

ら分析する．具体的には，機械翻訳を利用す

る際に生じる多種の条件下において，被験者

に多言語間コミュニケーションあるいは実験

的なコミュニケーションを実施してもらうこ

とにより，研究を進める．	
 

	
 

４．研究成果	
 

	
 本研究の成果として，下記の知見を得た．	
 

（１）折返し翻訳を用いた翻訳リペアの効果

を確認し，その有用性を明らかにした．	
 



（２）翻訳不適箇所の指摘による翻訳リペア

効率の改善効果を検証し，従来手法の問題を

明確にした．	
 

（３）リアルタイム遠隔テキストコミュニケ

ーションにおける対人許容応答時間を評価

し，機械翻訳を介した多言語間コミュニケー

ションシステム設計に関わる要件を明らか

にした．	
 

（４）機械翻訳を介したチャットコミュニケ

ーションにおける精度判定に基づく送信拒

否の適用可能性について明らかにし，機械翻

訳を介した多言語間コミュニケーションシ

ステム設計に関わる要件を明らかにした．	
 

（５）新しい多言語コラボレーション環境と

して，All	
 for	
 one 型多言語会議支援システ

ムの構築および評価を行い，その有用性を明

らかにした．	
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